
 

 

 

 

   

 
 

（題字は昨年度県書き初め大会出場児童） 

 

 大好きな井波っ子 

                                   校長 中町 寿子 

 「大変です」そう言いながら、４年生の子供が息を切らして走ってきたの

は、入学式の朝でした。家の方とはぐれてしまった小さな子供が一人でいる

のを登校中に見付けて、急いで知らせに来てくれたのです。早速、その４年

生の子供に案内してもらい、走って見に行きました。すると、６年生の子供

が付き添って一緒に歩いていました。近くにやってきた別の子供が顔見知り

だったことですぐに保護者の方が分かり、連絡を取ることができました。 

翌日の集団下校では、１年生が一人で歩いていることに気付いた他の班の

子供が、ぱっと、その１年生の班の人を探しに走り出し、班の友達を見付け

たそうです。 

「誰かが困っている」と思った瞬間に、心が、そして体が動く子供たち。大好きです。以前聞い

た「人に忍びざるの心あり」という言葉が頭をよぎりました。人が困っている様子を見過ごすこ

とのできない心が、井波っ子に根付いているのです。迷いなく踏み出す一歩に、「なんとかしてあ

げたい」という気持ちを強く感じます。着任してから何度もこのような姿を見てきましたが、そ

の都度、温かい気持ちと喜びを一緒に感じてきました。 

さて、昨年度末から、保護者の方や教職員、子供たちに、自分（子供）の好

きなところと伸ばしたいところを聞いてきました。そして、教職員で話し合

い、今年度の重点目標を決めました。始業式には、左の写真のように、子供た

ちに伝えました。優しさだったり、素直さだったり井波っ子には、素敵なとこ

ろがたくさんあります。でも、この先、予測困難な時代を生きていく子供たち

には、やっぱり自分なりの歩みでいいから前に進んでほしい、挑戦してほし

い、そしてうまくいかなくても何度でもトライしてほしいと考え、「挑戦 -何

度でも-」という言葉にまとめました。 

 私たちの役割は、前に進もうとしている子供たちを信じ、支援していくこと

です。保護者や地域の皆様と一緒に子供一人一人の成長への思いを共有しながら、教育活動を進

めていきたいと思っています。今年度がスタートしました。新１年生50名を迎え、全校児童305

名、教職員45名、計350名になります。今年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１７日（土）運動会（給食実施） 

１８日（日）運動会予備日 

１９日（月）運動会振替休業日 

６月５日（木）～６日（金） 
５年集団宿泊学習 

６月1３日（金）学習参観 （Ｐ）座談会 
７月2２日（火）保護者個別懇談会 

（山野・南山見・高瀬） 
７月2３日（水）保護者個別懇談会（井波）  
７月2４日（木）終業式  給食終了 

※ 年間行事予定は、学校ＨＰでもご確認いただくこ
とができます。 
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〈今年の重点目標〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈春風に揺れる花〉 


